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＊仁淀高校＊
今、仁高では～20人の新入生・
県体・私たちの決意～

今年度の本校生徒は、仁淀中・吾川中・池川
中と佐川中より20人の新入生を迎え、２年生15
人、３年生24人で総勢59人となりました。
生徒たちは、始業式・入学式以来、対面式、

クラブ紹介、オリエンテーション、課題テスト、実
力テストなどなど、年度当初計画された多くの行
事や平常授業に元気良く取り組んでいます。
本校全教職員は、59人の主人公全員が、個

性や能力を伸ばし、自己の夢実現に向かい、楽
しく有意義な高校生活となるよう温かく厳しく支
援していきます。
５月19日から３日間行われた「県体」に、

本校からはソフトボール・バレーボール・
バドミントン・柔道・卓球の５競技に33人
が参加しました。バレー部は決勝トーナメ
ント２回戦で安芸高校に惜敗し、ベスト16。
バドミントン部は、団体が準々決勝戦で土
佐高校に敗れベスト８、個人戦は森田君が
ベスト32。どの競技も健闘を見せましたが、
力を出し切れず悔しい思いをしたクラブ・
選手たちの「もう１回やったら勝つ」とい
う言葉に秘められた「意気」を強く感じま
した。次につながる取り組みに期待します。
高知県の教育公務員による不祥事が続発す

る現状を厳しく受け止め、全教職員で自己点検
し「私たちの決意」として４月19日には生徒・保
護者に公表しました。
私たち教職員は、今後も変わりなく教育公務

員としての自覚と倫理観の堅持、不祥事を起こ
さない職場づくりを推進し、生徒・保護者・地域
から信頼される学校づくりに全力で取り組んで
いきます。

二
十
人
の
新
入
生

＊
池
川
自
然
学
園
＊

十
五
年
目
に
な
り
ま
す

今
年
の
三
月
に
四
人
の
卒
園
生
を
見
送

り
、
四
月
に
一
人
の
入
園
生
を
迎
え
、
七

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
五
年
に

開
園
し
、
今
年
の
四
月
末
で
留
学
生
は
延

べ
人
数
二
百
九
十
二
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
学
園
は
、
山
村
の
中
学
校
を
希
望

す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
で
す
。
親

元
を
離
れ
、
寂
し
い
気
持
ち
を
我
慢
し
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
な
が
ら
、
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
寮

生
活
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

出
身
地
は
、
千
葉
・
静
岡
・
沖
縄
・
島

＊
池
川
中
学
校
＊

飯
ご
う
炊
さ
ん
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

五
月
二
日
、生
徒
会
執
行
部
主
催
の
春

の
遠
足
で
宮
崎
の
河
原
へ
行
く
予
定
を
し

て
い
ま
し
た
が
、朝
か
ら
し
と
し
と
と
冷

た
い
雨
が
降
り
続
き
、残
念
な
が
ら
学
校

で
飯
ご
う
炊
さ
ん
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
理
室
で
女
子
が
料
理
の
下
準
備
を

す
る
間
に
男
子
は
テ
ン
ト
を
は
っ
た
り
、

い
す
や
テ
ー
ブ
ル
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
コ
ン
ロ

を
裏
庭
に
準
備
し
ま
し
た
。

準
備
を
整
え
た
後
、
体
育
館
で
執
行

部
が
準
備
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

毎
年
好
評
の
「
お
に
ぎ
り
ロ
シ
ア
ン

ル
ー
レ
ッ
ト
」
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、

お
に
ぎ
り
の
具
を
チ
ョ
コ
や
ガ
ム
、
わ

さ
び
に
し
て
誰
が
そ
れ
を
食
べ
た
の
か

を
み
ん
な
で
当
て
る
も
の
で
す
。
転
任

さ
れ
た
先
生
方
や
新
入
生
五
人
も
挑
戦

し
ま
し
た
。
み
ん
な
演
技
が
上
手
で
と

て
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。ほ

か
に
も
ク
イ
ズ
や
お
絵
か
き
大
会

な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
準
備
さ
れ
て
い
て

み
ん
な
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
腹
も
減
っ
た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ

飯
ご
う
炊
さ
ん
で
す
。
焼
き
肉
、
お
好

み
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
カ
ツ
カ
レ
ー
な

ど
、
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
出
来
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
体
育
館
で
生
徒
も
先
生
も

ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ
て
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ

キ
サ
ー
を
踊
り
ま
し
た
。
天
気
に
は
恵

ま
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
生
徒
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
輪
と

な
り
和
と
な
れ

池
川
中
」
の
よ

う
に
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ

に
な
り
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
行

事
に
な
り
ま
し

た
。

楽
し
か
っ
た
飯
ご
う
炊
さ
ん

ほほえみ
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根
・
京
都
・
山
口
・
滋
賀
県
な
ど
で
、
最

近
の
見
学
者
で
は
、
仙
台
か
ら
来
ら
れ
た

方
も
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
山
村
留
学
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
町
村
、
団
体
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
自
然
学
園
は
、
山
村
留
学
だ
け

で
な
く
、
不
登
校
児
童
の
居
場
所
や
適
応

指
導
教
室
の
意
味
を
持
つ
、
特
殊
な
施
設

で
あ
り
、
弱
い
子
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻

そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
学
園
生
の
日
々
の

様
子
を
少
し
ば
か
り
掲
載
し
て
お
り
ま
す
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
全
国
の
悩
め
る
中
学
生

を
面
倒
み
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
、
学
園
の
「
門
」
を
叩
く
子

ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

この時季恒例のイタドリの皮むき

＊仁淀中学校＊
全校発表会

５月２日に全校発表会を開きました。発表者は
１年生４人、２年生３人、３年生２人の合計９人
で、文化放送委員の開会のあいさつの後、１年生
から順番に発表を行いました。
発表の内容は「新しい学年になっての抱負」で、
１年生は、中学生になって勉強や部活動を頑張っ
ていきたいこと、中学校に入る前に不安だったこ
とが入学して先輩が優しく接してくれたことで安
心したことなど、それぞれが感じたことを発表し
ました。
２年生は新しく１年生が入ってきて、上級生と

して学校生活や部活動で手本となるように頑張
り、学習・生活面で学級目標を達成していく決意
を発表しました。
３年生は、最上級生として学習・生活面で頑張

り、体育祭などの行事でも後輩を引っ張っていけ
るようにしていきたいこと。また高校進学に向け
ていっそう勉強にも力を入れ、部活動も最後まで
頑張りたいという発表がありました。
その後、全校生徒で「空も飛べるはず」を合唱

しました。最後の講評でも、発表の内容だけでな
く、発表態度・発表を聞く態度が素晴らしいと生
徒会からの評価を受け、本校が今後向かうべき方
向を確認できた全校発表会になりました。

＊
吾
川
中
学
校
＊

森
林
宿
泊
体
験
学
習

五
月
十
日
、
強
風
と
寒
さ
の
中
で
一

年
生
の
森
林
宿
泊
体
験
学
習
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
二
日
間
の
森
林
宿
泊
学

習
の
目
的
は
「
吾
川
の
自
然
環
境
を
知

る
」「
体
験
と
お
話
に
よ
り
森
林
の
現

状
を
知
る
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
は
何

を
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
」
の
三
つ
に

お
き
ま
し
た
。

初
日
の
午
前
は
予
定
を
変
更
し
て
、

森
林
や
自
然
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

ま
し
た
。
役
場
の
三
本
哲
産
業
建
設
課

長
さ
ん
か
ら
は
仁
淀
川
町
の
森
林
の
基

本
的
な
知
識
を
、
北
平
地
則
夫
さ
ん

（
向
口
）
か
ら
は
環
境
保
全
に
つ
い
て

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
は
長
坂
山
町
有
林
で
の
こ
ぎ
り

一
本
で
の
間
伐
体
験
、
道
す
が
ら
粗
悪

林
も
見
て
い
ま
す
の
で
意
義
は
分
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
木
を

切
り
倒
す
大
変
さ
は
初
め
て
分
か
っ
た

よ
う
で
す
。

二
日
目
は
中
津
明
神
山
へ
の
登
山
で

す
。山
道
を
歩
き
、周
囲
の
植
生
の
観
察

を
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
周
辺
の
山
々
の
植
林
を
見

る
と
、
そ
の
面
積
の
広
さ
に
驚
き
、
切

り
立
っ
た
崖
の
よ
う
な
土
地
に
一
本
一

本
植
林
を
し
た
人
々
が
、
林
業
に
か
け

た
途
方
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ

に
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
の
体
験
学
習
で
生
徒
た

ち
は
実
際
に
山
に
入
り
、
観
察
し
、
森

と
触
れ
合
う
と
い
う
こ
と
で
、
頭
で
考

え
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
進
ま
な
い
と

い
う
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

間伐を体験

全
員
で
合
唱
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最
近
、
は
し
か
が
流
行
し
て
い

ま
す
。

は
し
か
は
、
は
し
か
ウ
イ

ル
ス
の
空
気
感
染
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
感
染
力
が
強

く
、
予
防
接
種
を
受
け
な
い

と
、
多
く
の
人
が
か
か
る
病

気
で
す
。

発
熱
、
咳
、
鼻
汁
、
目
や

に
、
発
疹
が
主
な
症
状
と
な

り
ま
す
。
最
初
三
〜
四
日
間

は
三
十
八
度
前
後
の
熱
で
、

一
時
お
さ
ま
り
か
け
た
か
と

思
う
と
、
ま
た
三
十
九
〜
四

十
度
の
高
熱
と
発
疹
が
で
ま

す
。高

熱
は
三
〜
四
日
で
解
熱

し
、
次
第
に
発
疹
も
消
失
し

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
は
色
素

沈
着
が
残
り
ま
す
。
発
疹
が

で
る
前
の
風
邪
の
よ
う
な
症

状
の
と
き
が
、
一
番
感
染
力

が
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
合
併
症
と
し
て
は
、
気
管

支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
が

あ
り
ま
す
。
合
併
症
に
か
か
り
、

重
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
命
を

落
と
し
た
り
後
遺
症
を
残
す
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

は
し
か
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
効
く

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
に
対
し

て
の
薬
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
し
た
場
合
、
入
院
治
療

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

最
近
大
人
の
流
行
が
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し

大
人
の
場
合
、
は
し
か
だ
と

診
断
が
つ
き
に
く
い
と
い
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
風
邪
に

似
た
高
熱
や
咳
と
い
っ
た
症

状
が
出
る
た
め
、
は
し
か
と

診
断
す
る
に
は
難
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の

女
性
が
か
か
る
と
、
早
産
や

流
産
に
至
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

予
防
接
種
で
予
防
を

予
防
接
種
で
、
は
し
か
の

発
症
を
予
防
で
き
ま
す
が
、

予
防
接
種
の
効
果
は
十
年
程

度
し
か
期
待
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
予

防
接
種
で
免
疫
を
得
た
後
、
徐
々

に
そ
の
効
力
は
落
ち
て
い
く
た
め

で
す
。

予
防
し
て
い
く
た
め
に
は
、
麻

し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
、
生
後
十
二
カ
月

か
ら
二
十
四
カ
月
の
間
に
一
回
、

小
学
校
に
あ
が
る
前
の
一
年
間
に

一
回
、
合
わ
せ
て
二
回
接
種
し
ま

す
。は

し
か
は
四
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
、
流
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
は
し
か
に
か
か
っ
た
こ
と

が
な
く
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
予
防
接

種
の
対
象
の
年
齢
の
時
期
に
あ
る

お
子
さ
ん
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
）対

象
年
齢
の
お
子
さ
ん
に
は
、

役
場
よ
り
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。

対
象
年
齢
以
外
の
方
で
予
防
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈〈〈〈〈〈〈〈ははははししししかかかかがががが流流流流行行行行ししししてててていいいいまままますすすす！！！！〉〉〉〉〉〉〉〉

仁淀地区総合健診を受診された方へ

４月12・13日に仁淀地区で基本健診を受診さ
れた方については、全員に結果を送付しています。
がん検診については、精密検査の必要のない

方には通知がありませんので、ご了承ください。
結果について、ご不明な点や不安なことがあり
ましたら、保健師（@32・1110）まで、お気軽
にご連絡ください。

注意！

☆乳幼児は、家庭用ビニールプールなどの浅い場所で
もおぼれることがあるので、水遊び中には大人の人
が付き添う。
☆危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら注意す
る。
☆子どもだけで川や池に遊びに行かない。
☆川や海などで泳ぐときには、大人と一緒に行く。
☆飲酒後や体調が良くないときには海やプールなどで
の遊泳はしない。
※子どもだけでなく、大人も事故に
あうことがあるので十分注意する。

高吾北消防署では、地域や職場のグループなどを対
象に救命講習を開催しています。ぜひ、いざという
ときのために受講してみませんか。
申し込み・連絡先　高吾北消防署　@２６・２１１１

救急（病院紹介）の問い合わせ
高吾北消防署　@２６・２１１１
仁淀川分署　　@３５・００１７

水の事故を防ごう
毎年、夏になると水による事故で多くの尊い命が失
われています。水の事故の多くは、ちょっとした不
注意で起きているので未然に事故を防ぐことが大事
になってきます。

救命講習を受講しませんか？
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国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
り
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
変
わ
る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
届

け
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
学
生
や
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
な

い
人
が
二
十
歳
に
な
っ
た
。

・
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
始
め

た
。

・
会
社
を
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た
。

・
配
偶
者
が
退
職
し
て
扶
養
か
ら
外
れ

た
。

・
収
入
が
百
三
十
万
円
を
超
え
て
扶
養

か
ら
外
れ
た
。

・
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
、
職
場
の
年

金
制
度
に
加
入
し
た
。

・
結
婚
し
て
、
配
偶
者
（
第
二
号
）
に

扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者
（
第
二

号
）
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

・
配
偶
者
が
就
職
し
（
第
一
号→

第
二

号
）
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
収
入
が
減
り
、
配
偶
者
（
第
二
号
）

に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
配
偶
者
が
転
職
し
て
別
の
会
社
に
就

職
し
た
ま
た
は
配
偶
者
の
加
入
制

度
が
変
わ
っ
た
（
厚
生
年
金→

共

済
組
合
な
ど
）

第
一
号
被
保
険
者
（
自
営

業
・
農
林
漁
業
・
学
生
無
職

の
人
な
ど
）

役
場
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

な
ど
が
必
要
で
す
。

第
三
号
被
保
険
者
（
第
一
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
）

配
偶
者
の
勤
め
る
会
社
（
事
業
主
）

や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
届
け
出
を
し
ま

す
。

男女がパートナーとして認め合う意識を
「高知県男女共同参画社会づくり条例」によ

り６月は「男女共同参画推進月間」と定められ
ています。
男女共同参画とは「男だから」「女だから」

という固定的な考え方にとらわれないで、男女
がお互いに社会のパートナーとして認め合う意
識を持つことです。
例えば、次のようなことが男女共同参画です。

「家庭では」
◎最近は、結婚後や出産後も仕事を続ける女性
が増えています。でも、いまだに家事、育児、
介護など家庭のことは女性の仕事と考えてい
る人もいます。家庭の仕事を家族みんなで協
力して支え合っていくことです。

◎家や車の購入など、何か重要なことを決める
ときは、パートナーと話し合ってお互いの意
見を反映させることです。

「職場では」
◎企画会議など意志決定の場に男女が対等に参

画し、個性と能力を生かせる職場作りをして
いくことです。

◎最近は、子育てを楽しみたいと願う若い男性
も増えています。こうした男性も、仕事と子
育てがバランスよく行える職場環境を整える
ことです。

「地域では」
◎町内会など、地域で重要なことを決める場に、
男女が共に参画し地域活動に多様な意見を反
映させることです。

「学校では」
◎「男の子だから」「女の子だから」という固
定的な考え方にとらわれないで、一人一人の
個性と能力を生かせる教育を行うことです。

※男女共同参画に関するお問い合わせは
高知県男女共同参画・ＮＰＯ課
@０８８・８２３・９７６９
高知男女共同参画センター・ソーレ
@０８８・８７３・９１００

６
月
は
高
知
県
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
」

国
民
年
金
だ
よ
り

第
二
号
被
保
険
者
（
職
場
の

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
）

会
社
（
事
業
主
）
ま
た
は
共
済
組
合

な
ど
か
ら
届
け
出
を
し
ま
す
。



今
年
も
九
月
一
日
に
「
金
婚
夫
婦
」
を
祝
福
す
る
式
典
（
主
催
・
高

知
新
聞
社
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
）
が
高

知
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
は
次
の
要
領

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
資
格
】
昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
ご
夫
婦
（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
方
は
可
）

【
申
し
込
み
方
法
】
ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

月
日
の
記
入
が
あ
る
も
の
、
謄
本
で
も
可
）
と
便
せ
ん
な
ど
の
用
紙

に
ご
夫
婦
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
結
婚
記
念
日
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
限
】
六
月
二
十
六
日
（
火
）

【
会
場
】
高
知
市
・
三
翠
園

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
保
健
福
祉
課
　
　
　
　
　
@
３
５
・
０
８
８
８

池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
@
３
４
・
２
１
１
２

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
@
３
２
・
１
１
３
２

広報によど川 6 月号 （ 14

お知らせ

広 告

金婚式のご案内

新築・増改築・リフォーム・など
お気軽にご相談ください！

仁淀川町名野川大平101番地
TEL 0889－36－0727
TEL 0889－35－0967
FAX 0889－36－0732

広 告
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広 告

浄化槽設置､配管工事は環境管理協会６業者へ

仁淀川町の環境管理を行うため、６業者（浄化槽工事業者 届出済）で
「仁淀川町環境管理協会」を設立しました。

増・改築や新築の予定がありましたら、お気軽にお電話ください。

仁淀地区

池川地区

吾川地区

業者名

㈱仁淀工業

㈲吉永土建

ＡＩＮ電設

㈱和興建設

㈱大一林組

㈲大谷組

代表者

上岡　和男

吉永　栄一

隅田　　仁

田代　春雄

林　　健二

尾� 充明

住 所

別枝 2663-10

川渡 1-1

土居甲 1043

土居甲 692-1

田村 82-1

寺村 1424

電話番号

３２－１６５１

３２－１１２８

３４－３８３３

３４－３１０３

３５－０２１９

３５－１０３２

お知らせ


